
2023年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL74523A02）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

キルギス F201 観光 個別 新規 2年 ・2023/4 ・2024/1 ・
2024/2 ・2024/3

   

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

法務省

2）配属機関名（日本語）

ナリン観光協会
NGO

3）任地（ ナリン州ナリン市 ） JICA事務所の所在地（ ビシュケク ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 車 で 約 4.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先はナリン州の観光促進を目的に2021年に設立された。州内にある7つの観光事業者によって創設され、ナリン州
政府、キルギス政府観光局及び政府100%出資の観光開発支援財団を主なパートナーとして、インバウンド誘致、事業者
らのサービス改善、新規観光商品の開発等をミッションとしている。団体の常勤職員は3名。プロジェクトごとにドナー
から資金を得て活動を展開しており、現在2022～2026年の5年計画が進行中である。ナリン市にある中央アジア大学と
連携協定を結んでおり、大学から撮影機材を借り受け、また国内外のインフルエンサーを招いてプロモーション動画の
撮影等行っている。

【要請概要】
1）要請理由・背景

キルギスで観光と言えば、国内国外を問わずイシククリ湖沿岸が人気の目的地であり、ナリン州の観光地としての知名
度は低い。一方で、州内の雄大な自然が見どころの高原のキャンプ地(ソンクル湖)や氷河湖、6千メートル峰、山岳動物
などを楽しむエコツーリズムに訪れる欧米人は増加しつつある。配属先は、コロナ後の地域経済活性化への貢献を見据
えインバウンド旅行客をターゲットに観光業の発展を目指しており、これに貢献できる協力隊員の派遣が要請された。
隊員には、外国人を対象としたナリンの観光地としての知名度の向上、州内観光事業者のサービス改善、新規観光商品
の開発などに関し、外国人視点でのアイディア提供と実践が期待されている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1. ナリン州内の観光資源と観光関連産業の現状を把握する。
2. インバウンド旅行客の増加のため、ターゲットに応じた効果的なプロモーション・マーケティング戦略の提案と実践。
3. インバウンド旅行客の満足度向上に資する観光関連産業の現場のサービス改善に関する提案と実践。
4. インバウンド旅行客の増加のため、海外の旅行関連業者との関係構築支援。
5. その他、ナリン州の観光促進に必要と思われることを提案し実践する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

机、イス、PC、プリンタ、プロジェクタ等一般的な事務機器

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL74523A02_1.jpg?t=1684238840
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL74523A02_2.jpg?t=1684238840
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL74523A02_3.jpg?t=1684238840
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL74523A02_4.jpg?t=1684238841


4）配属先同僚及び活動対象者

・代表:男性、30代、大卒、経験10年
・同僚:男性2名、30代、大卒、経験2年

・活動対象者:同僚及び州内の観光業従事者等

5）活動使用言語

キルギス語

6）生活使用言語

キルギス語

7）選考指定言語

英語(レベル:B)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）5年以上　備考：アイディア提供に
必要

[汎用経験]：

　・観光開発・観光マーケティングの知識・経験

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（高地地中海性気候）　気温：（-30～30℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
・PCスキル(ウェブデザイン、またイラストレータ、フォトショップ、CANVA等のアプリ活用経験)があると尚よい。
・観光業が停滞する冬季は、次年度の準備や州内観光事業者のサービス改善ワークショップの実施、また冬季でも集客
できる新規観光商品の開発への取り組みが想定される。
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